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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第44期
第１四半期
連結累計期間

第45期
第１四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 2,111,174 2,137,299 10,153,176

経常利益 (千円) 25,528 64,374 576,098

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

(千円) 12,900 36,648 417,903

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △1,624 67,655 588,360

純資産額 (千円) 2,251,218 2,668,022 2,841,203

総資産額 (千円) 4,177,721 4,096,462 5,033,771

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 1.54 4.41 49.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 53.9 65.1 56.4
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更

はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の政策動向、欧州の政治情勢等の不透明な状況はあるも

のの、企業収益、設備投資や雇用環境の改善を背景に景気は緩やかな回復基調にあります。

当社が属する情報サービス業界は、政府の成長戦略を受けた「ＩｏＴ」や「ビッグデータ」等によるＩＴ利活用

の高度化、多様化による需要増加が見込まれており、ＩＴ人材の確保、育成への対策が求められています。

当第１四半期連結累計期間では、銀行向けの減少を保険向け及び通信向けがカバーしたことにより、売上高は

2,137百万円（前年同期比1.2％増）と微増となりましたが、プロジェクト予算管理の徹底とＰＭＯ（Project

Management Office）推進により不採算案件の未然防止に努めたことにより、営業利益52百万円（前年同期比

196.3％増）、経常利益64百万円（前年同期比152.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益36百万円（前年同

期比184.1％増）と大幅な増益となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、所有する株式の時価評価等により投資その他の資産が30百万円増加し

たものの、のれんの償却等による無形固定資産の13百万円減少及び売掛金の減少等による流動資産が947百万円減少

したことにより、前連結会計年度末に比べて937百万円減少し4,096百万円となりました。

　負債合計は、借入金の返済による短期借入金の減少及び買掛金が減少したこと等により前連結会計年度末に比べ

て764百万円減少し1,428百万円となりました。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による増加36百万円、有価証券評価差額金の増加28百万

円、剰余金の配当による減少126百万円、自己株式の取得による減少114百万円等により、前連結会計年度末に比べ

173百万円減少し、2,668百万円となりました。

　以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の56.4％から8.7ポイント上昇し65.1％となりました。

 

(3) 研究開発活動

当社の当第１四半期連結累計期間における研究開発費は、３百万円となっております。

具体的な活動は、当社の勤怠管理ソリューション「CC-BizMate」の販売力強化に向けた研究開発を行いました。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,800,000

計 35,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,210,960 9,210,960
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数100株

計 9,210,960 9,210,960 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

― 9,210,960 ― 459,237 ― 61,191
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式    808,400 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  8,401,600 84,016 ―

単元未満株式 普通株式        960 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 9,210,960 ― ―

総株主の議決権 ― 84,016 ―
 

　
（注）１．「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数40個が含まれております。

２．「単元未満株式」の欄には、自己株式94株が含まれております。

３．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため, 記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

② 【自己株式等】

  平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社クロスキャット
東京都港区港南一丁目
２番70号

808,400 ― 808,400 8.78

計 ― 808,400 ― 808,400 8.78
 

（注）当第１四半期連結会計期間末の自己株式数は、1,008,494株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 912,000 933,860

  受取手形及び売掛金 2,478,252 1,408,423

  仕掛品 76,168 232,022

  繰延税金資産 98,288 69,378

  その他 90,019 62,157

  貸倒引当金 △2,457 △1,387

  流動資産合計 3,652,271 2,704,454

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 328,472 328,635

    減価償却累計額 △116,415 △121,694

    建物及び構築物（純額） 212,057 206,941

   工具、器具及び備品 199,140 205,293

    減価償却累計額 △95,419 △102,252

    工具、器具及び備品（純額） 103,721 103,041

   土地 32,998 32,998

   その他 9,691 8,347

    減価償却累計額 △8,131 △6,947

    その他（純額） 1,560 1,400

   有形固定資産合計 350,336 344,380

  無形固定資産   

   のれん 176,034 167,652

   ソフトウエア 48,478 42,945

   その他 2,934 2,930

   無形固定資産合計 227,448 213,528

  投資その他の資産   

   投資有価証券 506,313 548,678

   繰延税金資産 32,991 21,483

   敷金及び保証金 224,506 223,558

   その他 39,903 40,377

   投資その他の資産合計 803,714 834,099

  固定資産合計 1,381,499 1,392,008

 資産合計 5,033,771 4,096,462
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 370,297 329,332

  短期借入金 500,000 -

  未払法人税等 122,929 7,992

  賞与引当金 203,628 129,709

  その他 487,021 443,241

  流動負債合計 1,683,877 910,275

 固定負債   

  繰延税金負債 3,049 3,040

  退職給付に係る負債 390,318 399,625

  資産除去債務 88,017 88,193

  その他 27,305 27,305

  固定負債合計 508,690 518,164

 負債合計 2,192,567 1,428,440

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 459,237 459,237

  資本剰余金 61,191 61,191

  利益剰余金 2,382,381 2,292,993

  自己株式 △235,063 △349,863

  株主資本合計 2,667,745 2,463,557

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 169,896 198,706

  退職給付に係る調整累計額 3,561 5,757

  その他の包括利益累計額合計 173,457 204,464

 純資産合計 2,841,203 2,668,022

負債純資産合計 5,033,771 4,096,462
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 2,111,174 2,137,299

売上原価 1,716,585 1,662,003

売上総利益 394,589 475,296

販売費及び一般管理費 376,729 422,377

営業利益 17,860 52,919

営業外収益   

 受取配当金 5,672 8,827

 その他 2,305 2,992

 営業外収益合計 7,978 11,820

営業外費用   

 支払利息 309 199

 支払手数料 - 165

 営業外費用合計 309 364

経常利益 25,528 64,374

特別損失   

 会員権売却損 350 -

 特別損失合計 350 -

税金等調整前四半期純利益 25,178 64,374

法人税、住民税及び事業税 741 1,145

法人税等調整額 11,536 26,579

法人税等合計 12,278 27,725

四半期純利益 12,900 36,648

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,900 36,648
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 12,900 36,648

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △17,339 28,810

 退職給付に係る調整額 2,815 2,196

 その他の包括利益合計 △14,524 31,006

四半期包括利益 △1,624 67,655

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,624 67,655

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 26,005千円 20,073千円

のれんの償却額 8,382千円 8,382千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 100,829 12 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
定時株主総会

普通株式 126,036 15 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

　

２．株主資本の著しい変動

当社は、平成29年５月23日開催の取締役会決議に基づき、自己株式200,000株の取得を行っております。この結

果、当第１四半期連結累計期間において、自己株式が114百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自

己株式が349百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

当社グループは、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため記載を省略しておりま

す。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

当社グループは、情報サービス事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため記載を省略しておりま

す。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 １円 54銭 ４円 41銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 12,900 36,648

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

12,900 36,648

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,402 8,318
 

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社クロスキャット(E05291)

四半期報告書

14/15



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月８日

株式会社クロスキャット

取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   中　 井　 新 太 郎   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   森　　田　　浩　　之   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クロス

キャットの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日か

ら平成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クロスキャット及び連結子会社の平成29年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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